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Wordianにおける超海洋起源石灰岩のストロンチウム同位体層序：高千穂の例
The strontium isotope stratigraphy in the Wordian of the mid-oceanic paleo-atoll lime-
stone at Takachiho in Japan
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古生代のGL境界直前の絶滅に関わる環境変動を明らかにするために、宮崎県高千穂町で超海洋中央部周辺起源の浅海
性の石灰岩の分析を行った。60mのボーリングコアを用いて、まず岩相層序を明らかにし、フズリナ生層序によって年
代決定をした。87Sr/86Srを 15層準で測定し、値が 0.7072から 0.70735に集中していることを明らかにした。87Sr/86Sr
はCapitanian(Guadalupian後期)で顕生代で最小値 (0.7068～0.7069)となることがわかっている。本研究で、Capitanianが
始まる前の少なくともWordian(Neoschwagerina Zone)の間は 87Sr/86Srは比較的高い値を保つということが明らかとなっ
た。
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